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㈱フジタ・ライカジオシステム㈱

「重機搭載レーザー計測システム」の開発
～日々の出来形測量を省略～

1．業績の概要

重機搭載レーザー計測システム（重機 LS）は，施工後
すぐにオペレータが操作するだけでリアルタイムな 3次元
出来形計測を実現可能なシステムである。出来形は見やす
い点群のヒートマップで表示され，操作も容易で，施工の
品質と生産性の向上に大きく貢献できるシステムとなる
（図─ 1）。

2．業績の内容

a．業績の行われた背景

従来建機の法面整形作業では，丁張を用いた日常の出来
形管理として，オペレータが小段上などで丁張に水糸を
張って目視で勾配，凹凸をチェックする作業（以下，出来
形確認）（写真─ 1）と巻尺 , レベルやトータルステーショ
ン（以下，TS）等で法面の長さ，高さ等を計測する作業（以
下，出来形計測）（写真─ 2）を行い，これらにかなりの
時間を要していた。
最近の ICT 建機では，バックホウのマシンガイダンス
に見られるように，オペレータにバケット先端の位置を提
示し，設計ラインに沿って作業をサポートする技術で省力
化を図っている。しかし，施工面全体の形状変化の把握や
設計ラインとの差異の判定には重機作業を一旦中断しての
出来形確認，出来形計測が必要で，効率面等において改善
の余地があった。
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b．業績の説明

重機 LSは，移動しながら現場内の任意の位置で測定対
象の座標を面的に取得するシステムである。従来の計測機
器を地上にセットする地上型 LSを用いた測量は，計測機
器の盛替えに時間を要するという難点があり，自己位置を
RTK─ GNSS 測量等で高精度に測位でき，移動しながら
測量できる技術の開発が望まれていた。
本システムは，2D（2 次元）LS と RTK-GNSS 受信機，
傾斜計，解析モニタで構成される（図─ 1）。オペレータ
が運転席で計測ボタンを押し，計測範囲を重機が旋回ス
キャンすることで，RTK-GNSS が LS の位置座標，LS が
作業面までの距離，角度，傾斜計が重機姿勢を各々計測し
各点の座標を演算し，その結果を点群データとして表示す
る（図─ 2）。
このデータを 3次元設計データと重ね合せ，両者の差分
をカラーグレーディングしたヒートマップ（図─ 3）に表示
することで，さらに掘削整形すべきなのか，埋戻整形すべ
きなのかの判断ができる。また，出来高土量を容易に算出
できる。さらに，点群データを専用ソフトに取り込むことで
ヒートマップの応用により規格値を満足しない箇所を色分
け明示し，出来形合否判定することが可能である（図─ 4）。

写真─ 1　従来の出来形確認（目視チェック）

写真─ 2　従来の出来形計測

図─ 1　重機 LS システム構成
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表─ 1　主要仕様

測定範囲 レーザー計測距離：3～ 15 m
測定視野 上方向 45°下方向 75°／水平方向 90°
測定頻度 25 Hz
測定速度 12 万点／秒の 3Dデータ取得

図─ 2　出来形計測手順

図─ 3　ヒートマップ図

図─ 4　出来形合否判定

c．業績の特徴・効果

本システムの特徴・効果を以下に示す。
・屋外用の 2次元 LS を使用し，重機を旋回させて計測す
ることで 3次元データを即時に取得できるため，高価か
つ耐久面で課題のある 3次元 LS に比べ汎用性と普及性
が高い
・国土交通省が示す出来形計測の基準±50 mm以内（計
測距離 15 m以内）を満たす
・重機に後付けで容易に搭載でき，計測は運転席のタッチ
スクリーンで操作が可能
・UAV 測量のように雨天・強風など作業環境や地形条件
の影響を受けずに安定した測量が可能
・計測時間が短いため，測量作業が大幅に省力化され土工
事の生産性が向上
主要仕様を（表─ 1）に示す。

d．施工実績

・国土交通省：平成 30 年度 革新的技術の導入・活用プロ
ジェクト
�「土岐口開発造成工事（1）」施工現場における労働生産
性の向上を図る技術の試行業務
（評価A）

e．その他

重機 LS は，作業中にリアルタイム 3D出来形計測が可
能な技術で，作業を中断することなく法面形状や出来高土
量が把握できるため，施工効率の向上に大きく貢献可能な
技術である。
今後は，さらに機能向上を図り，より使いやすいシステ
ムに改良を進め，土工事以外のトンネル，ダム等の施工管
理へ展開していく所存である。

お断り

この JCMA報告は，受賞した原文とは一部異な
る表現をしています。




